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豊橋東ＲＣ 中野 亘副会長 

皆さんこんにちは。 

東ロータリークラブの中野です。

宜しくお願い致します。 

ご指名を受けましたので、歓迎の

ことばと、乾杯の音頭を取らせて

頂きます。 

 

第 2760 地区ガバナー 酒井法丈さん、地区幹事 杉浦敏夫

さん、ようこそ! 

お忙しい中、豊橋南 RC、豊橋 RC、豊橋東 RC、３クラブ

の合同例会に出席して頂き、本当にありがとうございます。 

 

私は、ガバナーの地区方針冒頭の一節に、凄く興味を惹か

れた言葉がありましたので、それを披露させて頂きます。 

「あなたはなぜ、ロータリアンですか」と問われたらあな

たはどう答えるでしょうか。 

私もその様に聞かれたら、エッと思い、なかなか答えるこ

とができません。 

しかし、「ロータリー及び所属のクラブは好きですか」と問

われたら、殆どの人は好きですと答えるでしょう。だから

あなたはロータリアンなのです。 

と書かれています。私は本当に良い言葉だなと思って、今

日の歓迎の挨拶にさせて頂こうと思っていました。 

人と人の関わりと、強い目的意識を持って行動をする人が、

私はロータリアンだと思っています。 

今日は、酒井法丈ガバナーの卓話を楽しみに、出席させて

頂きました。 

 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

豊橋南ＲＣ 林 良宣会長 

 本日の例会は2760地区ガバナー酒

井法丈さまをお迎えして、豊橋ゴール

デン、豊橋東、豊橋南ロータリークラ

ブの 3 ロータリークラブの合同例会

です。 

 改めまして、2,760 地区ガバナー 酒井法丈様、地区幹

事 杉浦敏夫様 地区スタッフ磯部晃作様 ようこそお

越しくださいました。本日の出席者 116 名全員で歓迎いた

します。 

 本日は、地区方針の「培おうプライド、育もうブランド、

そして未来へ！！」について詳しく説明していただけると

のことです。我がクラブのクラブテーマの「もう一度 ONE 

TEAM」と思いを融合させて、今年 1 年の活動の礎にした

いと考えています。宜しくお願いいたします。 

 いつもなら、雑談を長々としゃべっていますが、本日は

時間が限られていますので、簡単ですが挨拶とさせていた

だきます。 

 

第 12回(通算 1626回)例会報告 令和 5年 10月 2日(月) ガバナー公式訪問 

ゲ ス ト 
ガバナー 酒井法丈氏、地区幹事 杉浦敏夫氏、地区スタッフ 磯部晃作氏 

東愛知新聞社記者、東海日日新聞社記者 

出席報告 総会員数５６名(計算会員数４９名) 欠席６名 出席率８７．７６％ 前々回修正出席率 90.38％ 

歌／会場 国歌・奉仕の理想 会場：ホテルアソシア豊橋 5F「ｻﾞ･ﾎﾞｰﾙﾙｰﾑ」12:27～ 

歓迎の挨拶・乾杯 

ガバナー入場 

会長挨拶 
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豊橋ゴールデンＲＣ 山本雅久会長 

皆さんこんにちは、豊橋ゴールデン

RC 第 36 代会長を務めます山本雅久

と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 

豊橋へようこそ、お越しいただきました。改めましてここ

に集いました会員一同、心より敬意を表しますとともに、

御礼申し上げます。 

先“程我がクラブの志と共に、酒井ガバナーを囲んでの懇

親会では和やかに、楽しいひと時の中にも、適切な指示ご

指導をいただき誠にありがとうございました。今後のクラ

ブ運営に生かしていきたいと思います私共、豊橋ゴールデ

ンロータリークラブでは、本年度のこくさい国際ロータリ

ークラブマッキンレー氏が掲げた RⅠテーマ“世界に希望

を生み出そう”と、酒井法丈ガバナーの掲げた地区方針培

おうプライド、育もうブランド、そして未来へを念頭に当

クラブの方針を“輝こう!!豊橋ゴールデンロータリクラブ

～我がクラブの志と共に。といたしまして活動をしていま

す。 

初代大野元三会長の金曜日の気楽な仲間の集い、待ち遠し

い例会を合言葉に発足した我がクラブも、本年度創立 35

周年を迎えました。 

意義ある創立 35 周年にするために、会員の皆様とお祝い

すると共に、今後のクラブの発展と成長の礎となる年度あ

りたいと考えます。 

そのために今年度はロータリーの基本に立ち返ってまな

び、未来を展望した地域のニーズにこたえる奉仕活動の実

践を目指す一年としたいと思います。 

クラブ会員への思いやり、地域社会への思いやりを学び楽

しい例会と楽しい奉仕活動を大切にしたいと思います。中

核的価値観『奉仕』『親睦』『多様性』『高潔性』『リーダー

シップ』を念頭に置き、クラブ運営奉仕活動を丁寧に行う

ことで地域社会人々に理解を深とさせていただきます 

 

豊橋東ＲＣ 柳瀬秀昭会長 

皆さまこんにちは。私は第 28 代豊橋

東ロータリークラブ会長の柳瀬秀昭

です。 

酒井ガバナー、杉浦地区幹事、地区ス

タッフの皆さま、日々地区発展にご尽

力頂きましてありがとうございます。 

 

今年の豊橋東ロータリークラブは「今を越えよう愛を以っ

て」をクラブテーマとしました。 

RI 会長ゴードンマキナリー氏はコロナ後、メンタルヘル

スという言葉で手当てしようと表現されました。 

私の周りにも心に傷を負った人、実際に心が不自由になっ

てしまった人がいます。 

さらに酒井ガバナーは EDI に反する壁を、無意識の偏見

と表現されました。 

 

私はこの時代にとって大事なこれらの言葉に対して、包括

的に取り組む言葉は、愛ではないかと思いました。 

とても、もやっとして捉え所のない言葉ですが、心のずっ

と奥の方の嘘つけない気持ち、損得感情ではない大事な気

持ちが愛ではないかと思っています。 

ロータリーアンなら四つのテストを唱えたらその答えは

いつも導き出せるはずです。 

 

さて我がクラブは今年も地区補助金を利用してバレーボ

ール教室を行いました。 

2 年前に補助金のルールが変更される中、以前から当クラ

ブは費用の大きな事業をおこなっていましたから、財政的

には難しい事業運営を続ています。 

メンバーからは年間一人平均約2万円のニコニコを集めな

ければならなく、さらに新入会員 5 名純増を目標と掲げる

ことで今年の事業予算の辻褄を合わせています。 

事業も無事終わり後は報告を残すのみですので次は増強

のムードを作っていこうと思っています。 

もう一つは来年のインターアクトクラブ年次大会の準備

があります。 

 

増強は先月一名決定し、今月企業会員の復帰が決まってい

ます。 

あと 4 名なんとかできるムードを整えて、私がノルマと考

えている、会員数 59 名まで達成したいと思っています。 

59 人になりますと、60 名にしたくなりますので、メンバ

ーの皆さまどうぞご協力を宜しくお願い致します。 

何とか 60 名にして豊橋のロータリークラブをザワッとさ

せたいと思っています。 

そうしてたくさんのクラブが活性化することを望んでお

ります。 

 

増強と同時に、次年度藤井会長エレクトと協力して IAC 年

次大会を成功させなければならないと思っています。 

私の見たところでは我が、桜丘学園孫だよりの会はコロナ

を経て活動に苦労しているようです。 

運営面は応援できるものの主役はインターアクターです。 

その中でも担当する孫だよりメンバーには明るく輝いて

欲しいので、顧問の先生と共にしっかり盛り上げていきた

いと思います。 

以上です。ありがとうございました。 

ラブアンドピース 
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ガバナー 酒井法丈氏 

 

RI 会長 ゴードン R.マッキナリー氏 

メッセージ 

深刻な課題に直面している中でも、ロ

ータリーは会員と世界の人びとのために働き、恒久的な平

和を築くために尽力し、すべての活動に帰属意識とインク

ルージョンを浸透させています。 

だからこそ、私はロータリーの皆さんに「世界に希望を生

み出そう」と呼びかけているのです。 

研究によると、自分の幸せを守る効果的な方法は人に親切

にすることだと判明しています。 

そして心の平安を得ることによって、私たちは世界に平和

をもたらすことができるようになります。ロータリーの本

質は平和を築くことにあります。私たちの奉仕プロジェク

トの多くは、積極的平和のための土壌づくりです。 

平和は夢ではなく、受身的なものでもありません。一生懸

命努力し、信頼を獲得し、難しいかもしれませんがオープ

ンな会話をすることで得られるものです。平和は粘り強く、

勇敢に実践しなければなりません。人とのつながりと目的

意識が、あらゆるロータリー会員を奮いたたせてくれるこ

とでしょう。 

素晴らしいクラブ体験を提供できるようにクラブのリー

ダーが尽力すれば、より多くの会員を維持することができ、

より多くの入会候補者がロータリーに関心を持ってくれ

ます。これ以上ない居心地のよい、これ以上ない魅力的な

クラブを築きあげましょう。 

酒井私見「言い換えれば、魅力的なクラブは居心地がいい、

居心地がいいから会員を維持することができ、入会候補者

もロータリーに関心をもってくれる。」 

クラブの例会から奉仕活動まで、帰属意識を高めることが

目標です。だれもが自分らしくいられる、包括的で居心地

のいい環境を作りつづける必要があります。「ロータリー

には自分の居場所がある」と思えるような場所にする必要

があります。そうできるかどうかは私たち次第なのです。 

 

RI の重点事項 

① ポリオプラスプログラム 

② メンタルヘルス 

③ 女児のエンパワメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジョン声明から DEI について 

自身の中での「ロータリー像」について問いかけます。 

① なぜロータリークラブに入会しましたか？ 

② ロータリークラブの会員とはどのような人達ですか？ 

③ ロータリークラブはどのようなことをしているのです

か？ 

④ なぜロータリークラブ会員であり続けているのです

か？ 

⑤ あなたのクラブを代表する活動は何ですか？ 

以上五つの事を自身に問いかけてビジョン声明を考えて

ください。 

ビジョン声明 

「私たちは世界で、地域社会でそして自分自身の中で、持

続可能な良い変化を生むために人々が手を取り合って行

動する世界を目指します」 

ビジョン達成のための行動計画 

Ⅰより大きなインパクトをもたらす 

Ⅱ参加者の基盤を広げる 

Ⅲ参加者の積極的なかかわりを促す 

Ⅳ対応力を高める 

このⅠからⅣまでの行動計画は皆さんに問いかけた「ロー

タリー像」の中にヒントがあります。 

Ⅰは⑤に、Ⅱは①②に、Ⅲは③に、Ⅳは④につながります。 

Ⅰのインパクトをもたらすために、新たな方法を探りまし

ょう。 

Ⅱの基盤を広げるには、一緒に活動できるようにつながり

と機会をつくり出しましょう。 

Ⅲの積極的なかかわりを促すためには、ニーズを知りその

ニーズに応える活動を実行しましょう。 

Ⅳの対応力を高めるには、日常では得ることのない価値観、

事象に触れましょう。 

DEI（多様性、公平さ、インクルージョン） 

多様性は、ロータリー創立からの価値観として存在してい

たが、表層的な多様性ではなく、深層に思い致した対応が

重要 

公平さは、世代やジェンダーを超えた関係性を生み出せる

かどうかが鍵となる 

ガバナー公式訪問 
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インクルージョンは、感覚ではなく、実際の言行に生かす

ことが望まれる 

 

プライド、ブランドとは 

親睦と奉仕は、ロータリーの両輪の如く言われますが、実

は一つの大きな「輪」としてとらえ、親睦が自身の成長す

る機会を得る事ができ、奉仕からは心の豊かさを培えるこ

とができる、これがロータリーの魅力ではないでしょうか。 

よって、プライドは我々ロータリー会員がクラブに対し帰

属意識が生まれることにより誇りとなり、ブランドはクラ

ブにおいて自身の居場所があり、居心地がよければクラブ

に愛着が生まれ、クラブのブランド力が上がるものと考え

ます。 

 

お願い 

１、 ロータリー財団への寄付 

２、 地区大会への参加 

３、 RFF（ロータリー・フード・フェスティバル）への積

極的な参加（チケット・企業協賛） 

４、 世界大会でのガバナーナイトへの参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊橋ゴールデンＲＣ 大須賀憲太会員 

本日は、酒井ガバナーの素晴らしい

スピーチに対して、心からの感謝を申

し上げます。貴重なお時間を割いて、

私たちのクラブを訪問いただき、そし

て素晴らしいメッセージを共有してい

ただき、本当にありがとうございました。 

酒井ガバナーのスピーチからは、ロータリーの理念と価

値観に対する情熱が伝わってきました。中でも RI 会長の

メッセージとして、平和の大切さについて述べられました。 

「すべての奉仕プログラムが平和へと繋がっている」

「平和は受動的な夢ではなく、懸命な活動の結果として生

まれる」とは、日本国憲法前文にも通じる不変の真理だと

思います。私たちは、ガバナーの言葉を心に刻み、それを

実践するために一丸となって努力してまいります。 

また、ガバナーの DEI の解り易い説明は私たちにとっ

て、新たなインスピレーションとなりました。今後、私た

ちは酒井ガバナーのビジョンに共鳴し、そのビジョンを実

現するために精力的に活動してまいります。 

又、本日の合同例会にあたり、ご尽力いただいた豊橋南

ロータリークラブ皆様にも感謝の意を表します。 

最後に、酒井ガバナーのリーダーシップと指導力に感謝

し、共に更なる成長と成功を追求していくことを楽しみに

しております。どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

謝  辞 

例会風景 

★ニコボックス  

会員一同(43 名)：酒井ガバナー、杉浦地区幹事ようこ

そ。本日はよろしくお願い。 

髙井龍雄幹事 

★他クラブの例会変更 

■10月 13日(金) 新 城 RC 夜間例会 

■10月 17日(火) 田原パ RC 地区補助金事業 


